
  

いのちをつなぐ いのちをまもる 

      ～自分が大切にされていると感じられるように～ 

スポーツカーニバルでは、子どもたちの「やってみます」が輝きま 

した。子どもたちが力いっぱい発した数々のことば、行動、演技、競

技からみずみずしい「いのちの躍動」を感じました。 

保護者のみなさま、地域のみなさま、温かなご声援、ご協力をあり

がとうございました。 

 

 

 

 

昨今、いのちに関する報道に多く接します。学校では、防災・防犯・交通安

全等に併せ、熱中症対策、アナフィラキシー対応、水泳指導などに高い意識で

取り組んでいきます。   

引き渡し訓練へのご協力、ありがとうございました。下校時、かけこみ 110

番の家や危険個所の確認など、防災・防犯について考える機会となったことと

思います。雨天時の教室での引き渡しについても、今後練習をする必要がある

と考えています。新しい備蓄用の水は、まちづくり協議会から寄贈していただ

きました。また、先日行われた学校防災教育連絡会議では、伝法地区の防災指

導員・自主防災会長・防災危機管理課等の多くの方々と、地震発生時の対応等

について協議しました。学校運営協議会やまちづくり協議会、園小連絡会で

も、「子どものいのちを守る」という点について共有しています。 

子どもの安全を見守ってくださって 

いる保護者・地域のみなさま、また、 

わんわんパトロール隊や防犯の青パト 

ロールの活動に、改めてお礼申し上げ 

ます。 

「自分が大切にされている」と子どもが感じられるように、地域のみなさまと

連携しながら進めていきたいと思います。６月 11 日（水）は「子ども見守り強

化の日」です。 

中庭には、野菜やお花に、毎日一生懸命水やりをしている１ 

～３年生の姿があります。日ごとに大きくなっていくいのちを

感じながら、嬉しそうに友達とお話をしています。もしかした

ら、野菜やお花とお話しているかもしれません。運動場では、

幼虫探しに夢中になる子どもたちがいます。かたつむりを卵か

ら育てている子もいます。子どもたちのセンスオブワンダー

が、いのちをつないでいます。 

        大いちょう 

小中一貫教育目標《あこがれ チャレンジ 笑顔》 

合言葉《 やってみます 》 伝 法 小  Ｒ ７ ． ６ ． ３

こ ど も 作 成   
て る て る Ｍ Ｉ Ｍ Ａ

 



 
 

月 火 水 木 金 土 日 

【あじさい読書旬間について】 ６／４（水）～30（月）8:05～8:20 
○個人で「読書すごろく」 
○クラスで「あじさいを咲かせよう」 
読書旬間中によい本をたくさん読みましょう。 

  1 

  

 2 相談・読書  3 相談・読書  4 相談・読書  5 相談・読書  6 相談・読書  7  8 

２年５時間 

４年６時間 

内科検診２年、4-3,4-4 

内科検診５年、6-3,6-4

新体力テスト旬間～６日

 

３年社会科見学 

弁当の日 

あじさい読書旬間～30 日 

３年５時間 

PTA 総務会 

２年４時間 

 

 伝法地区 

安全推進 

大会(AM) 

 9 相談・読書 10 相談・読書 11 相談・読書 12 相談・読書 13 モジュール 14 15 

５・６年５時間 

 

１・２年４時間 

４年５時間 

委員会活動 

１年４時間 

読み語り５・６年 

子ども見守り強化の日 

３年５時間 

心臓病検診１・４年 

 

学校運営協議会Ⅱ 

ミマス会議 

  

伝子連 

交流会 

16 相談・読書 17 相談・読書 18 相談・読書 19 相談・読書 20 モジュール 21 22 

プール授業開始 

民生児童委員との懇談会 

にこにこ活動 

 

１年４時間 

読み語り１・２年、かがやき 

１年４時間 

３年５時間 

薬学講座⑤５年 

交通安全リーダーと語る会⑤   

23 相談・読書 24 相談・読書 25 相談・読書 26 相談・読書 27 モジュール 28 29 

全学年４時間  全学年３時間 

校納金引落日 

３年５時間 

６年招待コンサート 

 

あぶトレ③１年④４年 

 

 PTA

合同研修会

30 学級読書 7/1 モジュール  2 読書  3 モジュール  4 モジュール  5  6 

 にこにこ活動 読み語り３・４年 １・２年４時間 

３～６年５時間 

   

☆ 挨拶（あいさつ）の大切さや重要性 ☆ 
挨拶（あいさつ）とは、中世に日本に入ってきた漢語で、禅宗において僧侶が問答を繰り返し合う

ことで、現在では他人に対して尊敬や親愛の気持ちを表す動作・言葉・文面などを意味するようにな

りました。つまり挨拶（あいさつ）は、尊敬や親愛の気持ちを表す人間の所作です。さらに、コミュ

ニケーションとして肝心な第一歩なのです。 
【挨拶をすることで得られる３つの恩恵とは】 【よりよいコミュニケーションとなる挨拶の方法】 
① 相手に良い印象をもたれ、人間関係が良くなる。  ① 明るい笑顔ではっきりと 
② 相手との「会話のきっかけ」になる。       ② 相手の目を見ながら 
③ 自分や相手の緊張をほぐすことができる。     ③ 毎日続けて 
これからも、挨拶の輪が伝法地区全体に広がっていくように、保護者や地域の皆様のご協力をお願

いします。 
☆ 登下校時の車での送迎について ☆ 
 本校では、基本的には徒歩で登下校することになっていますが、学区外通学や病気、けが等でや

むを得ない事情で車での送迎が必要な場合は、担任もしくは教頭にご相談ください。内容により、

駐車許可証をお渡しします。 
 北門は、給食室に業者が物資を搬入したり、子どもたちが多数利用したりします。北門から出入

りは大変危険ですので、車で来校する際は、南門からお入りください。その際は、必ず徐行で走行

してください。よろしくお願いします。 
☆ 熱中症にならないために ☆ 
①暑さに負けない体力を付ける ②のどが渇かなくてもこまめに水分補給（運動時 15 分ごと） 
③エアコンや扇風機を使う ③直射日光を避ける ④帽子や日傘で日差しを遮る 
⑤涼しい場所を利用する ⑥バランスのよい食事を摂る  
 熱中症について正しい知識を身につけ、体調の変化に気を付けましょう。 


